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3 Oを原点とする座標平面上に長さ 1の線分ABがある．線分ABの端点Aは x軸上の x = 0の部分を，端
点 Bは y軸上の y = 0の部分を動くものとする．このとき，次の問いに答えよ．

(1) 線分ABが x軸となす角ÎOABが µであるとき，直線ABを Lµで表す．直線Lµの方程式を求めよ．た

だし，0 5 µ < ¼
2
である．

(2) tは 0 < t 5 1を満たす定数とする．直線 x = tと直線Lµとの交点を Pµとする．点 Pµの y座標が最大と
なる µを ®とするとき，cos®を tを用いて表せ．

(3) 点 P®の直交座標 (x; y)を ®を用いて表せ．また ® =
¼
4
のとき，点 P®の極座標を求めよ．

(4) ®が 0 5 ® < ¼
2
の範囲を動くとき，点 P®の描く曲線を Cとする．C上の点 P®における接線が L®であ

ることを示し，Cの概形を図示せよ．


